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１．2022年度 取組み背景・自治体の交通課題・ニーズ
－ 2021年度の調査結果より －

自治体の深刻な交通課題
①収支改善・財政不足 57%
②運転手不足・二種免許 36%
③公共交通利便性の広報活動 36%

④交通空白地の解消 36%

自治体のニーズと想定される解決策案
①自動運転 57%
②他地域事例の情報収集 43%
③他の自治体・企業との関係強化 35%

背景：・九州域での次世代モビリティ取り組みが全国比で低い。 ・福岡県自治体アンケート調査・訪問交流・実態調査で自治体の深刻な交通課題・ニーズを明確にした。
・従来の限定的な自治体交流から広域の自治体交流拡大のニーズが強い
・クルマ大転換 *CASE時代の次世代モビリティ・MaaS取組みの最新情報をタイムリーにシェアし、自治体連携での支援・展開が求められている

＊自動運転は世界的にEV（電動車）
への搭載が加速化している
(EVファーストの1要因）

他の自治体・企業との関係強化

*CASE：C: コミュニケーション A: 自動運転 S :シェアリング E: 電動化
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２．2022年度 課題・ニーズへの対策検討・取組み活動

・

課題
従来取組みの限界

・自治体の交通課題解決には従来の取組に限界が生じている
・実証検証のほとんどが持続可能な社会実装に至らず、収支悪化、継続取組み困難な状況
・新たなテクノロジーと新たな価値を生み出すビジネスモデルでの取り組みが求められている

ニーズ
情報収集・交流

への期待

・新たなテクノロジーでの取組みや他地域事例の情報収集・新たなビジネスモデル等の情報収集・交流、
情報シェアなど、1自治体を超えた広域での効率的な取り組みへの期待

・自治体も他自治体との連携・交流を期待
・各自治体とも取組みへの新たな財源確保が必要

課題・ニーズへの
MaaS提案

・自治体、MaaS関連企業、県・官公庁各九州局、大学・研究機関連携の九州MaaSマッチング交流会
を九州経済連合会、EMoBIAで提案し、自治体の参加希望・期待が明確になった

2022年度活動
自治体交流拡大・

支援強化

・MaaSマッチング交流会を通じて期待されている自治体への支援を強化し、交流を拡大する
・特に、参加希望の強い福岡の12自治体との取り組みからスタートしていく
・状況で福岡県内の他自治体、九州の他地域自治体への展開を検討していくいく

MaaSマッチング
交流会とは

（詳細別紙）

内容：九州域内MaaS交通課題を抱える地方自治体とMaaS関連事業者のマッチング交流会の展開
対象：九州域内の地方自治体、MaaS商品・サービス・技術を有する民間企業

■交通計画の作成等に役立つ情報が得られます。■そうそうたる参加企業が一堂に揃います
■多くの企業、自治体、九州経済産業局・他と名刺交換・情報交流ができます ■九州のMaaS関連の大学と連携
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２０１９年度～２０２１年までの
取組み体制

事業戦略企画部会

新規事業テーマ企画

MaaSマッチングサービス

推進部会（仮）
各会員を必要に応じて

チーム参加を募る

EV,自動運転研究チーム

調査研究・発表

２０２２年度
取組み体制案

2022年度

重点施策
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新たな事業創造

（事業戦略企画部会）

新規事業テーマ企画

（ビジネス創発部会）

委託事業

（技術情報部会）

セミナー交流会

３． 2022年度の取組み体制
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2022年度 EMoBIA 組織体制

7

社団法人の業務執行を行う。理事会
9名

事業戦略企画部会 MaaSマッチングサービス
推進部会

事務局

社員総会

社団法人の推進/運営をする。
渉外、経理、マーケティング・広報を行う。
事務局⾧ 小林英次 事務局 進 康博

脇田 隆

テーマ毎にワーキンググループを設置し、
会員企業が参加し、調査・研究やビジネ
ス創発を目的として活動を行う。
セミナー、講演会を企画・運営する。

EMoBIAの事業戦略を策定し、実行する。
持ち込まれた全ての案件について、取組み要否
を検討し、具体化をする。

監事

芦原秀一 代表理事 浦 正勝
副代表理事 小林英次

社員（発起会員及び正会員）で構成する。
理事及び監事の選任又は解任、事業計画等の承認、
定款の変更などを決議する。

7
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当初開催2月25日延期
（コロナまん延防止）

第1回九州MaaSマッチング交流会
開催日5月23日（月）
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４．九州 MaaSマッチング交流会取組み概要
・九州 MaaSマッチング交流会オープニングイベント



九州MaaSマッチング
交流会

オープニングイベント
参加者総数 74名

8 自治体 12名
1 公益財団 2名



九州MaaSマッチング交流会
オープニングイベント

• EV試乗会
• 講演
• 交流会

Copyright 2022 EMoBIA General Incorporated Association. 
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来賓挨拶と講話
九州経済産業局

デジタル経済室 春口浩子室⾧

講演
基山町版ＭaaＳの取組み

松田一也 町⾧

講演・懇談会
○○産MaaSの作り方

社会・都市・生活も変容
溝上章志 教授

EVバス試乗会
株式会社EV モーターズジャパン

（北九州市若松）
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第1回MaaSマッチング
交流会参加者総数 75名

8 自治体 17名
１ 福岡県 1名
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第１回九州MaaSマッチング交流会
• 講演

• マッチング交流会

• 九州MaaSマッチング交流会の継続的な取組みを
求められている。

• 4省の後援を得ることができた
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2022年度 第１回 九州MaaSマッチング交流会
主催:一般社団法人九州経済連合会・一般社団法人EMoBIA

・

開会
後援

講演

マッチング交流会

後援：
九州経済産業局
九州地方整備局
九州運輸局
九州総合通信局

MaaSコーディネート
株式会社MaaS Tech Japan

AI活用型オンデマンドバス
ネクストモビリティ株式会社

（奥）

自動運転シミュレーション
菱電商事株式会社

自動運転・遠隔制御
BOLDLY株式会社

講演会参加者状況

「交通からいい街、いい暮ら
しづくりのポテンシャル」

一般社団法人JCoMaaS
←理事 神田祐亮

呉工業高等専門学校 教授

「モビリティを通じて地域
を元気に！」

トヨタ自動車株式会社
CVカンパニー
GM 丹羽宏成→

↑
「マッチング交流4社プレゼン」

2022年5月23日電気ビル コンフェレンスA
挨拶：九経連 常務理事 平井彰 ・ EMoBIA 代表理事 浦 正勝
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課題
情報・データ

の体系化

・情報収集・シェアのニーズが非常に強い。自治体の取組状況に大きな差がある
・各地域の事例情報、データ、MaaS関連企業のサービス・商品等の情報・データの収集・分析・体系

化取組みが不可欠で、効率的なMaaS情報・データ等のシェアができる仕組み作りを求められている。

専門機関で中立的
な立ち位置

持続的な活動

・一般社団法人EMoBIAによる継続的なサービスとしての九州MaaSマッチング交流会のしくみ構築・
持続的な情報提供・連携を求められている。

５．対策検討・取組み課題
EMoBIA 研究開発・取組みテーマ概要

次世代モビリティ
サプライチェーン

の構築

・MaaSの次世代モビリティサプライチェーンを構築し、情報、データの分析、体系化を進める
・自治体・企業が効率的な情報シェア、活用展開を加速できるしくみを構築する

将来的には、DX次世代モビリティサプライチェー ンの構築を検討する
・システム構築・運営資金の課題

費用の負担
（シェア）

・情報・データの分析・体系化・活用のしくみ構築と運営には費用がかかるため、MaaS関連企業の
商品・サービス内容の登録は有料を検討

・EMoBIA会員企業の正会員は無料、賛助会員は半額以下とすることを検討していく。

関連する勉強会・
セミナー開催

・並行して、会員企業・自治体を対象とする次世代モビリティの勉強会・セミナーを定期的に開催
・特に、EV・自動運転の動向等最新情報をシェアできる勉強会を進めていく。（会員企業）
・同勉強会は自主的な活動メンバーで構成していくことを検討する。
情報シェアできる段階で上記勉強会・セミナーへの展開を図る。会員へのCASE・MaaS 国内外最新動向情報月報をHP等でシェア

有料
勉強会・セミナー

・2022年度より、勉強会・セミナーは基本有料（非会員）、
正会員・賛助会員は無料、自治体・官公庁・大学等 特別会員は無料とする。（案）

九州経済産業局公募への提案・受託・FS事業取組九州MaaSマッチング交流会・勉強会開催
６～7月以降4～5月





参加者32名 自治体17人、企業12人、他3名



以下参考資料

スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムin 九州
受託事業成果報告・今後策検討

20230220

参加申込302名:自治体 53名、官庁7名、大学13名、研究機関19名、企業193名、プレス2名
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スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムin 九州
受託事業成果報告・今後策検討

20230220

開催ご挨拶
九州経済産業局

染谷昌宏 地域経済部⾧

基調講演Ⅰ
経済産業省における自動走行に関する取組

井澤 樹 経済産業省 課⾧代理

基調講演Ⅱ
新たなモビリティ 次世代モビリティの可能性

楠田悦子 モビリティジャーナリスト

スマートモビリティチャレンジ地域シン
ポジウム in九州 全景

データ活用ワークショップ実施報告
赤星良輔 グルーヴノーツ ディレクター

地域モビリティサービスの仮説構築におけるデータ活用
峯恒憲 九州大学准教授・許斐知加 宗像市都市再生課 係⾧

パネルディスカッション
ファシリテーター 溝上章志教授

パネラー
佐々木久美子グルーヴノーツ会⾧
楠田悦子モビリティジャーナリスト

許斐知加 宗像市都市再生課 係⾧九州経済産業局
課⾧ 松本孝之
MC 春口浩子

デジタル経済室室⾧



2023年１月16日実施



15:30～ ご挨拶 一般社団法人EMoBIA 代表理事 浦 正勝 /   一般財団法人 日本みち研究所 専務理事 森山 誠二 様

15:45～ 演題1 :「ITS WC 2022 ロサンゼルス大会の動向」
新型コロナウィルス発生にて大会延期となったロサンゼルス大会が、ハンブルグ大会を挟み
実質Withコロナ時代の大勢の参加者を招いたリアル開催となりました。
最新のＩＴＳ社会の動向などを短くレポート致します。

講師 : 株式会社PTVグループジャパン 代表取締役 端野 良彦 様

16:00～ 演題2 :「世界のCASE・MaaSの最新動向」
世界的にバッテリーEVの市場拡大が進んでいます。それは単なるEVではなく自動運転機能や
エネルギーマネージメント機能を搭載したSmart EVともいうべきクルマに進化しており、
高度な半導体とソフトウェア・ネットワークが必須になっています。
そうした状況の世界の最新動向についてお話させて頂きます。

講師 : 名古屋大学 未来社会創造機構客員准教授 野辺 継男 様

16:55～ 休憩

17:10～ 交流会

「12/09 EMoBIA会員・自治体・関係団体様向け講演／交流会」
2022年12月9日（火）15:30-18:30
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MCPC主催 DX推進セミナーin 九州で浦代表理事講演
20230217

講演：九州のモビリティサービス
ITS技術を活用した地域公共交通を始めとする様々な次世代モビリティサービスの事例を踏まえ、

そこで得られた様々データの活用についてご紹介
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６．2022年度事業計画活動実績概要 九州MaaSマッチング交流会・セミナー・勉強会等
2030年2025年3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

３中間
検査

20シン
ポジウム
開催

16WS
ワーク
ショッ
プ

WS検討
FS検討
シンポジ
ウム検討

受託
契約
締結

契約内
容検討
九経局
Gorove
NT、他

九州経
済産業
局公募
受託

提案書
検討会

提案書
検討会

九州経
済産業
局公募
提案書
作成

第1回
23日
マッチ
ング
交流会

20日水
オープ
ニング
イベン
ト

27日
検討会

MaaS
マッチング交流

会
九州経済産業局
FS受託事業取組

基調講演
①②
成果報告
２パネル
D

自動運転
セミナー
交流会

（九州
経済産
業局勉
強会）

セミ
ナーEV
急速充
電基等20EVバ

ス試乗

25日
セミナー

EMoBIA
勉強会

セミナー

2030年
ＥＶ
4,400万台
世界新車の
50％

2025年
中国北京市内
バス15,000台
EV化
2022年中国EV
バス10,000台
日本へ

プロ
ジェク
ト年度
計画
確定

DX推進
プロ
ジェク
ト年度
計画検
討会

プロ
ジェ
クト
検討
会

プロ
ジェク
ト検討
会

プロ
ジェク
ト発足

勉強会25日EV
試乗会
勉強会
発足メ
ンバー
構成

勉強会EV勉強会
プロジェクト発

足
東京地区連携

政府産学官 日
本EV元年

2030年
自動運転車
4,000万台
世界新車の
４４％

2025年大阪万
国博覧会にて

EV自動運転
バス運行

発足
メン
バー

年度計
画決定

発足
メンバー

年度計画
検討

発足
メンバー

検討会

発足
メンバー
検討会

発足
メンバー
検討会

発足
メンバー
決定

勉強会
発足

メンバー
構成検討

自動運転
勉強会

プロジェクト

EV100％
EU
東京・大
阪
NY/CA

新車のEV率
５０％
EU
2025大阪万博
EV/自動運転
L4

2022EV
販売万台

前年比
倍の台数
見込

2021EV
販売万台
中国330
EU 291
テスラ95
米
CA13％

EV普及率
北欧75％
ドイツ35
イギリス
28％
中国12%
日本1％

トヨタ
4兆円
世界各社
戦略発表

国内外 EV
動向

再生可能
エネル
ギー・直
流・直流
省エネ

充電イン
フラ（1
万人当）
ノル
ウェー３
５
ドイツ６
日本３

国内外
EV

急速充電基
普及動向

日本25年40ヵ所
以上レベル４
23～24年L４
EU・中国・米国

Waymo
Mobileye
百度

中国EV
メーカー
との共同

国内外
自動運転

動向

政府：2025年全国40カ所以上自動運転

特定条件下でレベ
ル４22年度運用
3月4日閣議決定
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